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経済広報センターは７月 14日、シンガポールの英字紙「ザ・ストレイツ・タイムズ」の 

ウォルター・シム日本特派員を招き、「新型コロナの影響～シンガポール紙日本特派員の視点

から」と題するオンライン会合を開催し、会員企業などから約 30名が参加した。 

2016年から日本特派員を務めるシム氏は、日本の新型コロナウイルス感染症対応について、

検査数の少なさを指摘しつつも、日本人の衛生観念の高さが感染者数や死者数を抑えていると

の見方を示した。 

他方、シンガポールは、移民労働者を中心に 45,000人以上の感染者を出し、経済も悪化し

ており、７月 10日の総選挙では与党が大きく得票を減らした。これについてシム氏は、危機

対応に正解はないが、国民の判断が選挙結果に反映されたと述べた。 

また、新型コロナにより日本の「働き方改革」が急速に進んだ点については、継続が重要で

あるとして、企業の投資を求めた。 
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